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1. 外直筋麻痔を伴った自民部帯状へルベスの 1例
北沢伸子(教室) 
症例は 48才女子， 390Cの発熱の後，神経痛様疹
痛と共に右側三叉神経第 1枝及び第2枝の領域に限 
部帯状へ7].，ペスの発疹を来し， 第 10病日頃より複 
視が現われた。第25病日頃当科初診，角膜表層の
点状潤濁と角膜後面沈着物あり，定型的な右側外直 
筋麻揮の複像を得た。コルトン点眼，ヂアテルミー
等により約 1ケ月でで、虹彩炎，外直直.筋麻:埠哩共殆んど治 
癒した。 
現在まで，本邦文献に発表された眼部帯状へノ].， ~ 
ス130例の統計的観察を行うと， 眼筋麻揮は 24例
(18.46%)に，虹彩炎は 47例 (36.15%に於て見ら
れた。虹彩炎と眼筋麻埠の合併は 9例 (6.7%)に早
られたが，両者の発生に関しては，相関関係は見ら
れなかった。 
2. 高年者 (40才以上〉に於けるバシヌスの
統計的観察(第 1報〉
海老原堆ー(教室〉
当教室外来患者の 40才以上で，而もバの認めら
れた者のみ 215名， 399眼，に就いて調査した結果
は次の如くである。 
L ト性パ 69.2%，非ト性パ 30.8%であうた。 
2. 年令及び性別では，過去及び現在共トに擢患
せる者に就ては各年令層に亘り女子が多数を占め，
過去，現在共トに関係なき者では男子が優位を占め
ておる。 
3. ノミの程度別では重症パは女子に多い。 
4. 現在及び既往に何等外眼部疾患なく， 而もバ
の認められた者 51眼，全体の 12.8%あった。 
3. 高血圧症患者に於ける眼症状の統計的観察
山野井健二(室教〉 
昭和 31年度千葉大学眼科を訪れた，外来患者総
数 6，295名中高血圧症患者 584名 (9.28%)について
眼底所見を K
た。
1.年令別分布は K-W.分類各度共に 60才前後
が最も多く，若年性高血圧症 (30才未満〉は 34名
千葉大附属病院第 1講堂 
あり。
2. 性別は男患者総数 3270中 336 (10.28%)，女
患者総数3025中 248(8.2%)に高血圧症がみられ，

K-W.分類各度に於て性別の差なし。

3. K-W.分類の各頻度は E度 (57.2%)最高，

次で I 度 (24.8~合)， m度(13.2%)のj顕であった。

4. K-W. 分類工 ~rr 度は最高血圧 180mmHg
附近に多く， m~百度はそれ以上に多い。
5. 最f ∞低氏血圧 10OmmHg前後は K

r度多く， m~IV 度は更に高い者が多い。

6. 屈折状態との関係は遠視を合併するもの約半
数を占めておる。 
4. 緑内障と血糖との関係，殊に間脳機能に
づいて
斎藤博(教窒〉
原発性緑内障患者の血糖につき実験を行った。其
の結果 
1 本症患者 33名の空腹時血糖値は正常人の上限
界に位する。 
2 本症の 12名に葡萄糖二重負荷試験を行い，単
性緑内障 1例，急性炎性緑内障4例計 5例 41.7%に 
Stanb効果陰性を認、めた。之を圧迫試験と比較す
ると房水産生過剰型に見られた。 
3 木症の 10例にイシシュリン試験を行い， 1例
を除き他は総て血糖曲線の異常， 4例は血糖値及び
好酸球共に異常な反応曲線を示した。本試験より本
症に間脳下垂体機能の異常が推定される。 
5. Radon seedにより軽快せる日畏寓腫蕩 
(G liosarcoma)の1例
菊池雄三(教室〉 
Radon seedによる眼宿悪性腫療の治験報告は，

欧米では戦前より見られるが，木邦では殆んど見ら

れないようである。

患者 28才，男子。初診昭和 32年 7月 5目。本年.
を来し， V. D. = 0.1 (n. c.)，V. S. = 1.5 (n. c.)， 
眼球突出度は右 20mm，左 14mm。右眼底には中
心脅に向う放射線状の線条を認め，経過中に軽度の 
s 
